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洞天思想と自然環境の問題 
                           
土屋昌明（専修大学） 
 
洞天思想 
「洞天」とは、山中の洞窟内にある別天地の神仙世界であり、場合によってはその山全体をさす。
洞天門は地上世界と同じ景観を備え、そこには神仙のための住居がある。そして通路によって、別の
洞天と地下で結びついている。修道した人がそこに赴くことができるが、そうでない人もそこに行く
ことがある。そこには、神仙の食品や神仙になる方法が書かれた書物がある。このようなイマジネー
ションがもとづく思考方法を、ここでは「洞天思想」と称する。 
洞天思想は、山岳にある地下洞窟の神仙世界という特徴を備えているが、これは洞天思想が成立す
る以前の山岳信仰および洞窟観念などを歴史的に継承したものと考えられる。三浦國雄氏は「（洞天
福地思想の）成立に至るまでには、古代的な地母神信仰、山岳信仰、冥府としての地底観念、隠者の
棲家としての石室、「洞庭」や「地肺」などの大洞窟に関する伝承、あるいはユートピア願望といった
様々な要素が介在していたに違いない」と指摘している1。 
洞天思想を古くに活用したのは、5 世紀半ばの茅山の道教であり、そこで洞天思想は中核的地位に
あった。陶弘景『真誥』巻 11 稽神枢第一によれば2、句曲山には金壇華陽洞天があり、そこは周囲が
一六〇里の方形の地下石室であり、太陽と月のように円形の「日精」と「陰暉」がその世界を照らし
ている。その世界には石段で入っていくことができ、外から入った者は自分が洞天の中にいることを
自覚しない。太陽と月の光、草木や川の流れ、空を飛ぶ鳥や雲や風など、自然の景観も外と同じであ
る。そして句曲洞天は、東は林屋山洞天、北は泰山洞天、西は峨嵋山洞天、南は羅浮山洞天に地下の
大道でつながっている。そればかりか、その途中、枝分かれした小道から他の洞天へも通行できる。
華陽洞天には茅君の三兄弟が居住する宮殿があり、三十六洞天のうちの第八洞天に列せられている、
という。 
唐代に司馬承禎の『天地宮府図』（『雲笈七籤』巻 27）が、十大洞天・三十六小洞天・七十二福地の
体系を確立させた。玄宗皇帝はこれを信仰し、開元 19 年に五岳その他の洞天に真人祠を建設し、国
家的な祭祀をおこなった。これは、道教史および洞天福地思想の問題だけでなく、唐王朝の国家祭祀
の問題を考えるときにも、非常に重要な事件である3。 
その後、杜光庭（850～933）の『洞天福地岳瀆名山記』が、司馬承禎の説に若干の修正を加え、そ
の他に海外五岳仙島十洲・三十六静廬・二十四霊化などをつけたして、神仙世界の伝承をまとめた。
                                                   
1 洞天に関する問題をはじめて詳細に論じたのは、三浦國雄「洞天福地小論」『東方宗教』67 号、1983 年、のち
『中国人のトポス 洞窟・風水・壺中天』平凡社、1988 年。 
2 『真誥』は、五世紀半ばに、いまの江蘇省南京近くの句曲山近くで行なわれた神降ろしの記録。 
3 雷聞『郊庙之外——隋唐国家祭祀与宗教』北京三聯書店、2009 年。拙稿「第一大洞天王屋山洞の陽台観と紫微
宮の現況」、『洞天福地研究』第 3 号、35〜54 頁、2012 年 3 月。 
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これは、北宋の李思聡の『洞淵集』において、分野説を導入しつつも、基本的に受け継がれた。 
洞天思想にもとづく宗教思想や文学作品・絵画作品は数多くおこなわれた。洞天思想は、文化史的に
みても非常に重要な思考方法である。南北朝隋唐時期に限っても、道教経典、志怪小説、伝奇小説、
唐詩などに多くの事例がみられる。特に、陶淵明の「桃花源記」は洞天思想にもとづいており、後世
の文学・思想に対して二次的な洞天思想の影響を与えた。 
洞天思想は東アジアでの展開もあった。朝鮮半島4、日本5、ベトナム6に洞天思想が伝えられ、その
影響を受けた文学・思想・絵画作品がある。 
洞天思想は変容しながらも、現在まで続いている。現在の中国道教でも、十大洞天・三十六小洞天・
七十二福地という司馬承禎の分類がおこなわれている。その現地は全国の名山に分布している（江南
地区に特に多い）。我々の現地調査によれば、洞天とされる場所は確かに風光明媚な山中が多く、奥
深い洞窟が存在している。その近辺には道観があって、現在でも信仰の対象となっている場合もある。
現在では、洞天は宗教ツーリズムと結びついている。たとえば、第八大洞天の茅山の華陽観や第七大
洞天赤城山を管理する桐柏観が、洞天をめぐるツーリズムを計画している7。 
以下、洞天思想の代表的な事例である王屋山と茅山という 2 つの大洞天について、現地調査の成果を
ふまえながら8、その自然環境との関わりを考えてみたい。 
 
王屋山の景観 
杜光庭「天壇王屋山聖跡叙」によると、第一大洞天である王屋山は、王褒から魏華存へ上清経典の
伝授がおこなわれたとされる。王屋山の洞天としての核心地域は、天壇山と王母洞にあると思われる。 
天壇山の山頂付近は、数十メートルの断崖絶壁となり、南・東・北側が開けて四角い壇状にそそり
たっている。天壇山頂上から北を眺めると、数キロの彼方に、やはり断崖絶壁のそそりたつ峰がある。
その断崖は横方向に岩石の層が複数走っており、「王」の字にみえる。その下段と中段と頂上近くに、
複数の洞窟が眺められる。この峰は、さらに北にある五斗峰（海抜 1772 メートル）に続いている。 
                                                   
4 三浦國雄「安堅「夢遊桃源図」と「桃花源記」」『國學院中國學會報』第 53 輯、2007 年。拙稿「道教の新羅東
傳と長安の道觀―「皇甫奉謜墓誌」を中心に」、日本道教学会『東方宗教』第 122 号、1～33 頁、2013 年 11
月。 
5 拙稿「洞天思想の東アジアヘの流伝と平安時代の漢詩文―『本朝文粋』を中心に―」小山利彦編著『王朝文学
を彩る軌跡』武蔵野書院、2014 年 5 月、371～387 頁。杜光庭『洞天福地岳瀆名山記』を登載した明末の『歴代
神仙通鑑』が日本に輸入されて、平田篤胤の国学の重要参考書となっている。拙稿「平田篤胤の幽冥観と道教・
神仙思想」『専修大学人文科学年報』第 34 号、89～105 頁、2004 年 3 月。 
6 大西和彦「16 世紀ベトナムにおける道教の展開－『伝奇漫録』の「徐式仙婚録」を通じて－」『洞天福地研
究』第 6 号、2015 年（編集中）。 
7 拙稿「第八大洞天句曲山洞の現状」『洞天福地研究』第 3 号、2012 年 3 月。 
8 平成 21～23 年度科学研究費補助金基盤研究(B)「中国道教における山岳信仰と宗教施設のネットワークに関す
る総合的調査と研究」、平成 24～26 年度科学研究費補助金基盤研究(B)「中国道教の地理的イメージと宗教的
ネットワークに関する総合的調査と研究」。 
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天壇山から北の峰までは、ぽっかりと谷間
の空間があいている。谷間の西側はなだから
な丘陵が続き、天壇山の峰を降りて、その丘
陵沿いに洞窟まで歩いて 6 時間とのことであ
る。谷間の東側は低くなって川（大店河）が流
れており、下流に司馬承禎の住持した清虚観
があり、その付近を通って済源市内にある済
瀆廟へと続く（現在ではダムによる人工湖が
ある）。その東側には峻立する崖が北の峰か
ら続いており、その空間を囲っている。天壇
山上からは、はるか彼方の北の峰の中段の洞
窟（王母洞）が望まれ、現地の話では、湧水も眺められるよしである。この谷間を挟んで、南の天壇
山と北の洞窟は対照関係にあるように見える。この谷間の空間に向けて天壇山上に石製の門闕が作ら
れており、この谷間の空間に飛行する神仙を招く信仰が、近世まで伝えられていたようである。 
北の峰の中段にある大きな凹み付近には、複数の廟が存在する。大きく凹んだ奥に洞窟の入口があ
り、それが王母洞である。この洞窟付近からわき出る水は大店河に注ぎ込む。 
王母洞の入口は、人一人が立ち入れるほどの狭さで、内部は鍾乳洞である。10 メートルばかりで洞
窟が狭まっているが、体が小さい者なら、這いずりながらさらに内部に入り込める。奥は立って歩け
る高さになり、左方向に進む。さらに３メートルばかりで突き当たり、そこから右方向に洞窟は続く。
しかし、突き当たりの前あたりから先は水没しているために進めない。廟の管理人の話では、水没し
ている地点は潜水する必要があるが、春には水がひいて、歩いて入ることができるとのこと。水没地
点の先は 80～100 メートル続き、奥は部屋のように広くなって、集会ができるほどの空間があると
のことである。 
また、この王母洞の入口の下の崖にも深い洞窟があったが、入った者が帰らないという事故があり、
現在はコンクリートで封鎖されている。 
王母洞がある峰の上に霊山洞という洞窟がある。王母洞から東に崖沿いを迂回し、東側の尾根に
至ったら尾根沿いに山上へ１時間ほど登る。きりたった崖につくので、崖の上まで岩場を登攀する。
崖の上部につくと、洞窟の入口がいくつか並んでいる。洞口は五つあり、「洞天門」などと彫られた
明代の石刻が残存している。どこから入っても中はつながっており、いくつかの洞窟が入り組んでい
る。内部には無生老母を祀った人工的な石室があるほか、直下に続く洞窟があり、その崖の中段にあ
る王母洞に続くと現地ではいわれている。内部を 20 メートルばかり進むと、出口が二つあり、どち
らもその崖の反対側に出る。左側の出口に進むと、崖の反対側にぽっかりあいている穴から上半身を
王屋山王母洞三母殿 
背後の崖にみえる凹みが王母洞の洞口 
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出す格好になる。身をおこせば人一人が立つ
ことのできる余地はあるが、下は 30 メートル
はあろうという断崖である。南西の彼方に天
壇山が眺められる。もう一つの出口からは崖
の上にあがることができ、頂上には五祖廟が
ある。この霊山洞からは王屋山の全景が眺め
られる。山が馬蹄形に囲んでいる空間に突き
出る格好で霊山洞の峰が位置している。 
以上のような優れた景観と奇妙な洞窟の存
在が、第一大洞天としての伝承と何らかの関
連があるのだと思われる。 
 
王屋山と薬草 
洞天は景観が優れているのみならず、修行のための薬草や薬剤が豊富な場所とされる。三十六洞天
のトップである霍童山について、シペール教授はこう述べている。「霍童山が「洞天」である理由は、
霍林洞があるためだけではなく、各種の珍奇な薬草を生ずるためでもある。霍童山が各種の珍奇な薬
草を生ぜられるのは、その独特の自然環境によっている」9。この点は、王屋山についてもいえること
である。王屋山は、そこで採れる長生の薬草で修行する場所であった。『真誥』巻 5 につぎのように
ある。 
 
君曰わく、昔し毛伯道・劉道恭・謝稚堅・張兆期らは、皆な後漢の時の人なり。道を学んで王屋
山中に在りて、四十余年を積
ひさ
しくし、共に神丹を合す。毛伯道は先に之を服して死し、道恭も之
を服して又た死せり。謝稚堅・張兆期は之を見て、此くの如くんば敢て之を服せず。並びに山を
捐てて帰去せり。後に伯道・道恭の山上に在るに見え、二人とも悲愕し、遂に就きて道を請うに、
之に茯苓持行方を与え、之を服して皆な数百歳たり。今猶お山中に在り10。 
 
晋の葛洪撰とされる『神仙伝』「甘始」にもつぎのようにある11。 
 
                                                   
9 K.M.Schipper「第一洞天：閩東寧德霍童山初考」拙訳『洞天福地研究』第 4 号、2013 年 6 月 18 日、9 頁。 
10 『真誥』「君曰、昔毛伯道・劉道恭・謝稚堅・張兆期、皆後漢時人也。學道在王屋山中、積四十餘年、共合神
丹。毛伯道先服之而死、道恭服之又死、謝稚堅・張兆期見之、如此不敢服之。並捐山而歸去。後見伯道・道恭在
山上、二人悲愕、遂就請道、與之茯苓持行方、服之皆數百歳。今猶在山中。」 
11 『神仙伝』は葛洪の撰とされるが、後人が再編集した伝記が多く混入している。拙稿「仙伝文学と道教」『講
座 道教』第四巻〈道教と中国思想〉、2000 年、雄山閣出版。「甘始伝」は初唐の類書に引用があり、六朝時代
の文章である。 
王屋山霊山洞の西の洞口から南に天壇を望む。
下の丘陵に天壇からの小径が見える。 
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甘始なる者は、太原の人なり。行気を善くし、飲食せず、又た天門冬を服し、房中の事を行ない、
容成彭祖の法に依り、更に之を演益して一巻と為す。之を用いて甚はだ近効有り。治病には針灸
湯薬を用いず。人間に在ること三百余歳にして、乃ち王屋山に入りて仙去せり12。 
 
こうした古い文献に王屋山の薬草によって昇仙を実現する伝説が存するだけでなく、現在でも多く
の薬草が採集されるとのことである13。 
こうした薬草と、王褒から『上清経』を伝授されたという魏華存とは関連が深い。『魏夫人内伝』に
つぎのようにある。 
 
魏夫人なる者は、任城の人なり。晋の司徒劇陽文康公舒の女、名は華存、字は賢安。幼にして道
を好み、静黙恭謹なり。荘老と三伝五経百氏を読んで、該覧せざるは無し。神仙を志慕して、真
を味はい玄に耽り、沖挙せんことを欲求す。常に胡麻散・茯苓丸を服し、気液を納れ、摂生する
こと夷静たり。親戚往来すとも、一たびも関見する無く、常に間処に別居せんことを欲むるも、
父母は許さず。年二十四にして、強られて太保掾南陽劉文、字は幼彦に適ぐ。二子を生む。長は
璞と曰い、次は瑕と曰う。幼彦は後に修武令と為る。夫人は心に幽霊なるを期し、精誠なること
彌いよ篤し14。 
 
彼女が服していた「胡麻散と茯苓丸」のうち、「茯苓丸」は上掲の『真誥』にみえ、王屋山で採れる
ものとされていた。彼女の結婚前の居宅は任城、結婚後の居宅は修武と考えられるが、これらは王屋
山からそれほど遠くない。魏華存が薬草を服していた伝承は、王屋山の薬草が実際に流通していたこ
とを背景としていると考えることができる。 
孫思邈『孫真人備急千金要方』巻 6 に、魏夫人の薬方を引用して「河内太守魏夫人」という。「河
内太守」とは、魏華存の夫が修武令だったことを踏まえていると思われる。つまり、魏華存による薬
方が初唐まで伝えられていたことがわかる。 
初唐の垂拱４年（688）の「大唐懐州河内県木澗魏夫人祠碑銘」によれば、河内県の木澗には、初
唐に魏夫人祠が存在した。しかもその碑に「建立の始め、年代は詳らかにする莫し」とあり、早い時
                                                   
12 『神仙伝』「甘始者、太原人也。善行氣、不飲食、又服天門冬、行房中之事、依容成彭祖之法、更演益之為一
卷。用之甚有近効。治病不用針灸湯藥。在人間三百餘歳、乃入王屋山仙去也。」 
13 済源市地方史志辦公室『王屋山志』中州古籍出版社、1996 年。現地には薬草の博物館もある。王屋山と薬草
の関係は、その後、孫思邈と関連づけられて現在に至っている。孫思邈と王屋山をめぐる伝説については、山下
一夫「王屋山の伏虎説話――孫思邈伝説の成立をめぐって」『洞天福地研究』第 5 号、2014 年 3 月、37～50 頁
を参照。 
14 『魏夫人伝』「魏夫人者，任城人也。晉司徒劇陽文康公舒之女，名華存，字賢安。幼而好道，靜默恭謹。讀莊
老，三傳五經百氏，無不該覽。志慕神仙，味真耽玄。欲求沖舉。常服胡麻散・茯苓丸，吐納氣液，攝生夷靜。親
戚往來，一無關見，常欲別居閒處，父母不許。年二十四，強適太保掾南陽劉文，字幼彦。生二子，長曰璞，次曰
瑕。幼彦後為修武令。夫人心期幽靈，精誠彌篤。」 
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期に魏夫人祠が存在したようである15。現地調査によると16、この碑は現在の河南省沁陽市の北、太
行山脈の山麓にある木澗寺という寺院の門前に立っていたとされている。このことから、現在、木澗
寺とされている地点が、初唐以前の早い時期には古い魏夫人祠の跡地だとされていたことがわかる。
この地に古くから魏華存を祀る廟が存在したのは、魏華存が当地にある陽洛山で王褒から仙方を伝授
されたという『魏夫人内伝』の伝説に基づくと思われる。 
『真誥』巻５に載る裴君の誥で王屋山に言及し、その陶弘景のコメントに「此の山［王屋山］は河
内泌（沁）水県に在り、即ち済水の出づる所の源なり」という17。このコメントでは、王屋山は河内
にあるといっており、魏夫人祠と王屋山は同じく河内だと考えられていたことがわかる。 
当地では、魏華存に対する「二仙信仰」が現在もおこなわれている。この地の太行山を登った峰に
は、現地で修仙洞（二仙洞）と呼ばれる、魏華存が修行をしたという洞窟が存在する。また、木澗の
渓流が流れ落ちる低地の平野に静応廟（魏華存を祀る）が復興されている。そこには飛来石と呼ばれ
る巨岩があり、中央からぱっくり割れた形状をなしている。 
魏夫人の薬方は王屋山の神である王褒と関連させられている。『魏夫人内伝』の末尾に、つぎのよ
うにある。 
 
初め、王君（王褒）は夫人に告げて曰わく、学者は当に疾を去り病を除くべし、と。因りて甘草
穀仙方を授け、夫人は之を服す。夫人は隸（書）を能くし、小有王君并（内）伝を書き、事甚は
だ詳悉なり18。 
 
これによれば、王褒は魏夫人に「甘草穀仙方」を授けた。王褒には他にも薬方に関わる伝承がある。
魏華存の薬方は、王屋山の薬草に由来したため、王屋山の神である王褒から伝授されたという伝説と
なったのではなかろうか。「王褒伝」は魏華存撰とされており、王褒の薬方はおそらく魏華存が持っ
ていた薬方の反映なのだと想像される。 
以上、王屋山をめぐる地形と景観、およびそこで採れる薬草といった自然環境が、洞天としての必
要条件を満たし、魏華存という宗教者と結びついたことを考察してみた。 
 
                                                   
15 愛宕元「南嶽魏夫人信仰の変遷」吉川忠夫篇『六朝道教の研究』春秋社、1998 年。吉川忠夫「南真昇仙―魏
夫人仙壇銘」『書と道教の周辺』平凡社、1987 年。小南一郎「漢武帝内傳の成立」『中国の神話と物語り』岩波
書店、1984 年。 
16 2011 年 8 月と 11 月に現地調査をおこなった。鈴木健郎「平成 23 年度第 2 回洞天調査報告」『洞天福地研
究』第 3 号、92～107 頁、2012 年 3 月。 
17 趙益校点『真誥』91 頁。このコメントは、『太平御覧』巻 663 所引『名山記』に『王君内伝』としてみえる。
「名山記曰：嶽洞方百里，在終南太一間，或名桂陽宮，多諸靈異。又曰：王屋山洞周廻萬里，名曰小有清虛天。
按王君内傳云：在河内沁水縣界，濟水所出之源也。北有太行，東南有北邙嵩山。内洞天，曰：日月星辰，雲宮草
木，萬類無異矣。宫闕相映金玉鏤餙者，地仙所處，即清虛王君所居也。」 
18 「初，王君告夫人曰、學者當去疾除病。因授甘草穀仙方，夫人服之。夫人能隸書小有王君并傳，事甚詳悉。」 
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句曲山（茅山）の華陽洞 
第八大洞天とされる句曲山（茅山）もカルスト地形であり、複数の洞窟が存在する。そのうち、一
番有名なのは華陽洞である。 
これは、積金山の南に面した崖にある。崖の
下の入口付近は大きく口をあけているが、階段
を降りるとすぐに洞口は狭まる。奥から水流の
音がザアザアと聞こえ、すぐにかなりの勾配で
下に降りていく。20 メートル程度入ると洞窟は
急勾配で左下に続く。右手上下に高く幅 1 メー
トル程度の岩の切れ目があり、その奥から水流
のザアザアという音が聞こえてくる。2011 年 9
月の調査時には、途中から洞窟は完全に水没し
ていた。2013 年 3 月の時点では、華陽洞の途中
から人工的に横穴を掘り、外に出られるように
してあった。なお、この工事において、華陽洞
の外側にあった玉柱洞は崩落したという。 
1986 年に華陽洞をはじめて開発したとき、洞
中から多数の金龍や玉簡が発掘されたという。
その後、2003 年からの開発で、洞窟の奥行き
580 メートル、深度 32 メートルまで開発され
た。洞窟は茅山の南の金壇市にまで至っている
と現地では信じられている。この華陽洞は、華陽洞天に 5 カ所あった洞口のうちの西洞であり、歴代
王朝が投龍簡をおこなった場所だと現地の華陽観は主張している。それは、元の劉大彬『茅山志』巻
6 が玉柱洞に隣接する華陽洞を西便門としているのに基づいていると思われる。 
しかし、陶弘景は、「大茅山と中茅山とを連ねる長い尾根の中ほどに連なった石があって、古くは
積金山と呼ばれた……人が住まいするのによい場所である」というお告げをめぐって、現在の華陽洞
が存在する近辺の状況をつぎのように述べている。 
 
これは隠居が今住んでいるところの東面の横に連なる尾根のことである｡この尾根はすべてき
り立った石からなっており、その石の形はとてもグロテスクである……西南に大きな石壁があ
り、聳え立って割れ目が入っている。その内部には洞穴があり、数丈も入ると、だんだん狭まっ
茅山華陽洞の洞口 
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て、もう人は入れなくなるが、ひゅうひゅうと風が吹いている。その外側の数歩のところに勢い
よく湧き出す泉があって、冬も夏も澄んだ水が流れ出ている。これは麓の宿房が利用するもの
である。山を出てすぐの谷の口に、さらにもう一つの湧きだす泉があって、勢いよく水が上にほ
とばしり、冬は温かく夏は冷たい。現在では、見張所の正面から少し下ったところにまた一つの
穴があって、そこから湧きだす泉はとりわけすぐれている。大水の時にもひどい旱魃の時にも、
水量が増減したことがない。色はいささか白みを帯び、口当たりがよく柔らかであって、絶える
ことなく流れ出している。19 
 
ここでいう「西南に大きな石壁」とは、現在の華陽洞のある崖のことである。また、「人は入れなく
なるが、ひゅうひゅうと風が吹いている」というのは、奥が狭いながらいずこかへ続いていることを
示す。つまり、現在の華陽洞は、陶弘景の時には土砂でふさがっていたのであろう。元の劉大彬も、
この陶弘景の記述をもって華陽洞のことを指しているとみている。奥がふさがっていたために、陶弘
景はこの洞窟を西便門と断定しなかったのである。その後、唐の玄宗時期には、ここが華陽洞天の西
門と考えられるようになり、投龍簡の儀礼に使用されるようになったのだと思われる。 
 
良常洞の歴史地理 
我々の現地調査では、従来紹介されていない華陽洞天の北門を探索した。 
『真誥』巻 13 によれば、許家は小茅峰の北の雷平山の西南に住んでいた。また『真誥』巻 11 のつ
ぎの記述によれば、その許家の所在地は良常山の西南にあたった。 
 
良常山の西南垂に住むのによい場所があり、司命君の往時の別宅があった場所である。ここも
丹薬を調合するのによい。20 
 
これに対する陶弘景のコメントにつぎのようにある。 
 
司命君は初めて長江を渡った時、ここに宅舎を立てて、親しく身を清めて神鬼と応答した。今按
ずるに、｢垂｣という言葉の意味は､このような辺際ということだ。ここはきっと許長史の宅舎の
後ろ、大横山の西に位置するのであろう。21 
                                                   
19『真誥』巻 11「此即隱居今所住東面一横壟也。此壟純絶石、石形甚瓌奇……西南有大石壁、聳而坼開。内有
洞、入數丈漸峽小、不復容人、乃飈飈有風。外數步便有一湧泉、冬夏清流。即下解所資。近外澗口、又有一湧
泉、水勢乃駛上者、冬温而夏冷。今正對邏前小近下、復有一穴、湧泉特奇。大水大旱、未嘗增減。色小白而甘美
柔弱、灌注無窮。」『真誥』の訳文は『東方学報』の「『真誥』訳注稿」（京都大学人文科学研究所）による。趙
益点校の道教典籍選刊『真誥』（中華書局、2011 年 9 月）も参考にした。 
20「良常山西南垂有可住處、是司命往時別宅處也。亦可合丹。」 
21 『真誥』巻 11「司命初過江、立宅於此、以自蕩滌質對神鬼。今按、垂之爲言、如是邊際。此正應在長史宅後
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良常山には華陽洞天の北門があった。 
 
茅山の北側の洞窟の入口のある一山を良常山という。もともとやはり句曲山と連なっていて、
同一の呼び名であった。22 
 
この良常山は小茅峰に続いた山であり、そこには茅山の洞天の北口たる洞口があり、その西に許家
は住んで降霊をおこなったのである。そのあたりは、茅司命君が「親しく身を清めて神鬼と応答した」
場所であった。つまり、外地から来た茅君が在地の「神鬼」と接触した場所であった。陶弘景は『真
誥』巻 11 で「北良常洞は北側の大きな通用門である……北面の大洞窟は今もなお鬼神が通行してい
る」とコメントしている23。ここでいう「鬼神」は、茅君が応接した「神鬼」と同一であろう。これ
でわかるように、陶弘景は北の洞口の場所を認識しており、そこで茅君が茅山にやってきたころと同
様に「鬼神」が通行しているというのである。つまり、良常山には在来の山の神が住み、その通行口
が良常洞だと信じられていたのではなかろうか。 
良常洞は、許翽が昇天を果たした場所でもある。『真誥』巻 20 につぎのようにある。 
 
［許翽は］雷平山の麓に住まって修行一途に励み、早く洞室に遊びたいといつも心に願い、人の
世には長く留まっていたくないと思った。かくて北洞に出かけてこの世に別れを告げた。24 
                                                   
大横之西。」 
22 同前「茅山北垂洞口一山、名良常山。本亦句曲相連、都一名耳。」 
23 「北良常洞即是北大便門……北大洞猶有鬼神去來，而真仙人出入，都不由五門，皆欻爾無間」訳注 582 頁。 
24 「居雷平山下、修業勤精、恆願早遊洞室、不欲久停人世。遂詣北洞告終。」 
雷平山の手前、許家の館があったあたりから眺めた茅山の三つの峰 
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「北洞」とは、良常山の洞窟である。 
では、このような伝承のある良常山の洞窟は、どこにあるのか。我々は、陶金教授が現地の伝承に
基づいて作成した地図25にある老虎洞が良常洞ではないかと仮定して、それをもとに現地を探索した。
その結果、良常山の尾根の東側の急斜面にある、板状の岩が露出する岩場に洞窟を見いだした。この
地形は、『真誥』巻 11 に見えるつぎの記述と一致している。 
 
良常山の北側の洞宮の入口は峰のところに当たっている。南へ二百歩行くと、秦の始皇帝が白
玉二対を地下七尺に埋めたところがあり、その上に小さな平たい岩があって、峰の上で穴を覆っ
ている。李斯が璧に文字を刻んだ。その文には、「始皇帝は聖人の徳あり、山河を平らげられた。
青々とした川を巡守して、白き璧玉に銘文を刻まれた」とある。26 
 
「良常山の北側の洞宮の入口は峰のと
ころに当たっている」とあるが、現地の地
形によれば、これは良常山の東側から登っ
て、ちょうど尾根に至る直前に岩場があ
り、そこに洞口が開いていることをいって
いるのである。もし良常山の西側ルートで
来て、背後から尾根を越えて洞口に向かっ
たら、このような表現にはならない。した
がって、当時山下にあった「大路」から良
常山の山麓をあがってきて洞口に至るこ
とができたのである。「小磐石」は平たい岩
のことだが、現地には確かに平たい岩がみ
られる。その間に二つの洞口があり、一つは急勾配で下に洞窟が続いており、もう一つは岩の間に井
戸のような直下の穴がある。直下に続く穴の底には水がたまっていた。急勾配の洞窟は、奥が枯れ葉
などで埋まっているように見えたが、あるいは隣の穴と同じく水没しているのかも知れず、危険なた
め立ち入ることはできなかった。おそらく、良常山の東側にダムによる人工湖があるため、地下水が
こんな峰の上まであがってきているのであろう。 
 この調査によって、華陽洞天の北門の位置と地形が確認できた。第八大洞天とされるエリアは「周
廻一百五十里」とあり、ほかの大洞天にくらべて小さいはずだが、それでも南の大茅山から北の良常
                                                   
25 陶金「茅山宗教空間の秩序・歷史的發展のコンテキストの探求と再建」拙訳、『洞天福地研究』第 4 号、2013
年 3 月。 
26 「良常北垂洞宮口直山領，南行二百步，有秦始皇埋藏白璧兩雙，入地七尺，上有小磐石在嶺上，以覆塪處。李
斯刻書璧，其文曰：「始皇聖德，章平山河，巡狩蒼川，勒銘素璧。」「訳注」590 頁。 
良常山中にむき出した表面の平らな岩場、 
岩の間にのぞく穴が洞口 
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山まで、当地の山脈全体を含んで、相当に広かったことが理解できる。 
 
洞天と天坑 
洞天思想の起源については究明されていないが、カルスト地形の洞窟の神秘に対する畏怖に由来す
ることは異論ない。カルスト地形の洞窟は、中国の西南地域・四川から陝西・黄河・長江周辺にひろ
く存在する。 
私見では、カルスト地形で生じる「天坑」という地形が洞天のイマジネーションと直接関わってい
る可能性がある。これは、地下の洞窟内で巨大崩落がおこり、それによって地下にホール状の空間が
でき、その天上部分が地上に穴ないし陥没を生じさせたものである27。巨大崩落でできたホールの下
から、はるか彼方の天上にできた小さな穴を望むと、そこから外部の光が射し込んで、あたかも月か
太陽のように見える。また、巨大崩落で天上がすべて落ちてしまうと、洞窟の途中がひらけて、周囲
を崖で囲まれたポッカリした空間ができる。そこは、事実上は外部と同じだが、周囲を崖に囲まれて
いるために、人跡未踏であるばかりか、生態系も独自に発展する。また、洞窟を通して、他の巨大崩
落の天坑と地下でつながっている場合もある。 
このような天坑の地形と自然環境は、『真誥』に記述された洞天のイメージそのままであろう。か
りに戦乱などの避難民が洞窟を抜けて、天井が崩落した天坑の地形に入り込んだ場合、かの桃源郷そ
のものとなる。カルスト地形だから飲み水は豊富にあり、風や雨や太陽光線は外部と同じであるから
植物や動物の採取も可能である。 
 2015 年 9 月にフランスでおこなわれた国際会議で28、福州大学の袁冰凌教授が第一小洞天の霍童
山（福州）に関する報告をしたが、その際、ここに白鶴仙翁洞という天坑があることが紹介された。
写真によると、白鶴仙翁洞は、巨大な地下ホールの天井部分が大きく崩落したもので、ほぼ真上部分
が天空にむかってぽっかり空いており、太陽光線や雨が地下ホールに注ぎ込む。それゆえ、地下ホー
ルの中央部分には植物が生えているが、その周囲の壁近くには植物がほとんど生えていない。 
霍童山は、華陽洞天の神である茅君と関連がある。『華陽陶隠居内伝』につぎのようにある。 
 
乃ち曰わく、嘗て聞くならく、『五岳図』に云く、霍山は是れ司命の府、必ずや神仙の都する所
なりと。（原注：『名山記』に云わく、霍山は羅江県に在り、高さ三千四百丈、上は方八百里。東
卿司命茅君の居る所なり。）29 
                                                   
27 蒙可泉ほか「广西黄猄洞天坑国家森林公园的风景资源分析与评价」『广西科学院学报』2004 年 8 月、第 20 巻
第 3 期。 
28 Vies taoïstes – Daoist Lives, Colloque international d’études taoïstes, In honor of Kristofer Schipper’s 80th 
birthday. 10-12 septembre 2015. 
29 「乃曰，嘗聞『五嶽圖』云，霍山是司命府，必神仙所都。(原注：『名山記』云，霍山在羅江縣，高三千四百
丈，上方八百里。東卿司命茅君所居)」。 
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.10 別冊 シンポジウム・研究会 編 
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この記述は、陶弘景が句容を離れて霍童山に赴いたことを説明する部分に見える。つまり陶弘景は、
茅君が霍童山にいたとされるから、現地へ赴いたのである。霍童山には六朝時代の早い時期から修道
者が棲んでいた。その一人が褚伯玉である。陶弘景は『真誥』巻 20 でつぎのようにいう。 
 
褚伯玉は南霍山に住まってあちこちの山を巡ったが、いつも身につけて持ち歩いていた。褚伯
玉が亡くなると、弟子の朱僧標のところに残された。30 
 
褚伯玉も楊羲当時の重要な手書（許掾書写の「西岳公禁山符」と楊羲書写の「中黄制虎豹符」）を
持っていたというのだ。 
要するに、霍童山は茅君と密接な関わりがあり、茅山での楊羲らの誥授以後、早い時期にそれにつ
ながる修道者が居住していたし、陶弘景も霍童山を重視していた。霍童山が三十六洞天の首位にある
のは、洞天思想において霍童山が重要であることを示している。その霍童山に天坑が存在することは、
天坑という自然環境が洞天のイマジネーションと関わりを持つのではないか、という推測をもたらす。 
 
結語 
洞天を自然環境との関わりで考えると、広い範囲にわたって自然環境のすぐれた場所を選んでいる
点が特徴である。その自然環境で重要な要素の一つは、山中のカルスト地形による洞窟の存在である。
また、養生に必要な薬草が採取できることである。洞窟が洞天という神仙世界のイメージと結びつく
にあたっては、歴史的に古くから茅山の洞天思想と関連を持っていた霍童山に天坑が存在する点を考
慮する必要がある。じつは天坑は、中国西南地区に少なからず存在しており、この地域は天師道の教
域とも近い。天坑をめぐる伝承が天師道を経由して、河内の魏華存に伝えられたとも考えられる。洞
天イメージがどのような由来を持つのか、今後、もっと具体的に検討したい。 
道教の修道者は、洞天において神仙に出会って昇仙の秘訣・経典・薬物を拝受したり教示されたり
することを願っている。また、洞天のある名山で採取できる薬草や水で養生する。さらに、洞天で不
老不死の丹薬を製造するためには、各種の鉱物や燃料が山中から採取でき、天地自然の「気」に恵ま
れていることが望ましい。こうした目標を実現するためには、洞天のある地域に俗人が立ち入るべき
ではなく、自然環境が保護されなければならない。司馬承禎が洞天を祀るよう玄宗皇帝に進言し、開
元 19 年に五岳その他の洞天に真人祠が建設されたが、その後、代宗は洞天での狩猟を禁止している
31。このような、洞天の自然環境の維持に関する政治史や社会史の研究が必要である。 
道教は、あるエリアを洞天と認定することで、そのエリアの自然環境を保護する役割を果たしてき
                                                   
30 「伯玉居南霍。遊行諸山，恒帶自隨(此墨跡)。亡，留在弟子朱僧摽。」『東方学報』第 71 冊、394 頁。 
31 『旧唐書』巻 11「代宗本紀」「（大曆十二年十二月）己亥天下仙洞靈迹禁樵捕」。 
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たと言える。現在でも、洞天とされる地域は、自然環境が比較的よいが、上述の 2 つの大洞天のよう
に、洞天のある地域は地下水が豊かなために、戦後の開発でダムが建設されて自然環境が大きく変化
した場所が多い。また、第二大洞天委羽山のように、現在では住宅や工場に囲まれ、地下水も汚染さ
れてしまった場所もある。今後、中国の文化史で価値の高い洞天思想を自然環境の問題と結びつけな
がら、その環境保護も考慮していかなければならないと思う。 
 
